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今回のテーマに当てはまる目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

翼
や
エ
ン
ジ
ン
に
目
が
い
き
が
ち
な
航
空
機
で
す
が
、実

は
足
元
を
支
え
る
タ
イ
ヤ
に
も
、た
く
さ
ん
の
工
夫
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
縁
の
下
の
力
持
ち「
タ
イ

ヤ
」に
ま
つ
わ
る
エ
コ
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

航
空
機
を
支
え
る
タ
イ
ヤ

　

航
空
機
の
タ
イ
ヤ
を
注
意
し
て
見
て

み
る
と
、
乗
用
車
の
タ
イ
ヤ
と
は
異
な

る
箇
所
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　

ま
ず
そ
の
数
と
大
き
さ
。
例
え
ば
ボ

ー
イ
ン
グ
７
８
７
型
機
な
ら
タ
イ
ヤ
は

全
10
本
。
こ
れ
で
乗
用
車
約
２
２
０
台

分
に
も
な
る
重
量
を
支
え
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
タ
イ
ヤ
は
直
径
約
１
・
３
ｍ
。

平
均
的
な
乗
用
車
タ
イ
ヤ
の
倍
近
い
大

き
さ
で
す
。

　

タ
イ
ヤ
の
内
圧
も
違
い
ま
す
。
通
常

の
乗
用
車
の
約
６
倍
と
い
う
高
内
圧
で
、

離
着
陸
の
衝
撃
に
耐
え
て
い
ま
す
。
タ

イ
ヤ
内
部
の
気
体
も
異
な
り
ま
す
。
上

空
で
は
マ
イ
ナ
ス
45
℃
の
空
気
に
晒さ
ら

さ

れ
、
離
着
陸
時
は
摩
擦
熱
で
２
５
０
℃

以
上
に
も
な
る
タ
イ
ヤ
の
内
部
は
、
空

気
で
は
な
く
窒
素
が
充
じ
ゅ
う

填て
ん

さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
急
激
な
温
度
変
化
に
よ

る
空
気
の
水
蒸
気
化
や
、
酸
素
に
引
火

す
る
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
し
、
さ
ら
に
航

空
機
部
品
を
酸
化
さ
せ
な
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

激
し
い
衝
撃
、
急
激
な
温
度
変
化
に

加
え
、
時
速
３
５
０
㎞
を
超
え
る
ス
ピ

ー
ド
に
も
耐
え
続
け
る
航
空
機
タ
イ
ヤ
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で
は
溝
の
減
り
具
合

な
ど
を
見
な
が
ら
、
離
着
陸
回
数
３
０

０
回
前
後
で
交
換
し
て
い
ま
す
。
こ
の

と
き
、
古
く
な
っ
た
タ
イ
ヤ
は
そ
の
ま

ま
廃
棄
せ
ず
、
表
面
の
ゴ
ム
（
ト
レ
ッ

ド
）
の
み
を
貼
り
替
え
て
何
度
か
再
使

用
し
ま
す
。
こ
れ
を
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ

ヤ
と
呼
び
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で

は
60
年
以
上
も
前
か
ら
こ
の
リ
ト
レ
ッ

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
タ
イ
ヤ
１
本
あ

た
り
の
重
量
が
従
来
の
ラ
ジ
ア
ル
タ
イ

ヤ
よ
り
７
％
軽
量
化
さ
れ
、
さ
ら
な
る

低
燃
費
化
、
省
資
源
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
Ｒ
Ｒ
Ｒ
は
今
後
新
機
種
の
ベ

ー
ス
と
な
っ
て
い
く
予
定
で
、
昨
年
国

内
線
に
就
航
し
た
エ
ア
バ
ス
Ａ
３
５
０

型
機
の
メ
イ
ン
タ
イ
ヤ
に
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
社

と
の
協
働
に
よ
り
タ
イ
ヤ
摩
耗
を
予
測

す
る
技
術
を
活
用
し
、
よ
り
計
画
的
に

タ
イ
ヤ
交
換
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
大
阪
国
際
空
港

を
拠
点
と
す
る
Ｊ‒

Ａ
Ｉ
Ｒ
の
機
材
を

対
象
に
、
航
空
機
の
フ
ラ
イ
ト
デ
ー
タ

や
実
摩
耗
デ
ー
タ
を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
摩
耗
予
測
ロ
ジ
ッ
ク
を
用

い
て
解
析
し
て
い
ま
す
。
使
用
環
境
に

よ
っ
て
摩
耗
度
合
い
が
大
き
く
変
化
す

る
航
空
機
用
タ
イ
ヤ
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

導
入
に
よ
り
、
整
備
業
務
の
効
率
化
、

生
産
・
使
用
過
程
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
運
航
品
質

の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
か
ら
も
、

足
元
か
ら
航
空
機
の
安
全
と
環
境
負
荷

低
減
を
考
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

ド
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
、
ゴ
ム
の
使
用
量

や
廃
棄
量
を
減
ら
す
こ
と
で
環
境
負
荷

を
軽
減
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
Ｊ
Ａ
Ｌ

グ
ル
ー
プ
で
使
用
し
て
い
る
タ
イ
ヤ
の

約
半
数
は
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
で
す
。

　

近
年
は
さ
ら
に
環
境
負
荷
の
少
な
い

タ
イ
ヤ
を
使
用
す
る
取
り
組
み
も
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
軽
く
て
摩
耗
に
強
い
ラ

ジ
ア
ル
タ
イ
ヤ
の
割
合
を
増
や
し
、
な

か
で
も
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
社
が
開
発
し

た
同
社
独
自
の
ラ
ジ
ア
ル
構
造
Ｒ
Ｒ

Ｒ
（Revolutionarily Reinforced 

Radial

）
の
タ
イ
ヤ
を
多
く
採
用
し
て

乗
用
車
タ
イ
ヤ
と
の
違
い

タ
イ
ヤ
で
取
り
組
む

省
資
源
と
低
燃
費

摩
耗
予
測
シ
ス
テ
ム
で

環
境
性
と
安
全
性
を
高
め
る

1.ボーイング787型機は前脚に2本、主脚に左右4本ずつのタイヤ構成。2.タイヤ点検の様子。

リトレッド
1回目を表す
「R-1」の
文字

12

エアバス
A350型機の
メインタイヤには

RRRタイヤ
を使用
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